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[中間報告内容] 

①液状化の原因究明 

：地質調査と土地利用の変遷整理により液状化の原因を整理

②再液状化の可能性を整理 

：震災前後の地質状況の変化の有無による再液状化の有無を判定

③対策に用いる想定地震と対策範囲の設定 

：久喜市全域の地盤強度を踏まえた想定地震の設定 

および想定地震による液状化対策必要範囲の設定

④南栗橋の液状化に有効な対策の整理 

：騒音、振動、経済性を踏まえた対策工法の抽出

⑤対策実施にあたっての留意事項 

：各工法採用時の留意事項について整理

⑥アンケートについて 

：アンケート結果から液状化被害の軽減が期待できる建築構造の傾向を整理

⑦新築・建替え時の対応について 

：新築、建替えを行う場合の液状化対策工法の紹介

[南栗橋地区の地層]１．中間報告概要 

２．南栗橋地区はなぜ液状化したのか 

・第５回委員会までの検討内容と結果について中間報告を行うものであり、追加検討を加

えた最終答申を平成25年3月末までにとりまとめる。 

・造成に使用した浚渫土砂が液状化のおきやすい砂の性状と一致していること 

・地下水が高いこと 

・強く長い揺れの地震
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4.2 対策範囲 ５．南栗橋の液状化に有効な対策はなにか 

原理 方法 工法 環境面 経済性 施工性 判定
サンドコンパクションパイル工法
（動的締固め）

× － － ×

サンドコンパクションパイル工法
（静的締固め）

〇 × × ×

振動棒工法 × － － ×
重錘落下締固め工法 × － － ×
バイブロフローテーション工法 × － － ×
圧入締固め工法
（コンパクショングラウチング工法等）

〇 × × ×

バイブロタンパー工法 〇 × × ×
転圧工法 〇 × × ×
発破工法 〇 × × ×
群杭工法 〇 × × ×
生石灰杭工法 × － － ×
プレローディング工法 〇 － × ×
深層混合処理工法（全層改良） 〇 × × ×
表層安定処理工法（全層改良） 〇 × × ×
薬液注入工法（全層改良） 〇 × × ×
事前混合処理工法（全層改良） 〇 × × ×
高圧噴射攪拌工法（全層改良） 〇 × × ×

粒度の改良 置換工法 置換工法 〇 〇 〇 〇
ディープウェル工法 〇 〇 〇 〇
排水溝工法 〇 〇 〇 〇

空気注入工法 不飽和化工法 〇 〇 〇 〇
グラベルドレーン工法 〇 × × ×
周辺巻立てドレーン工法 〇 － × ×
排水機能付き鋼材 〇 × × ×
連続地中壁 〇 × × ×
シートパイル締切工法 〇 × × ×
深層混合処理工法（格子状改良） 〇 〇 〇 〇
表層安定処理工法（格子状改良） 〇 〇 〇 〇
高圧噴射攪拌工法（格子状改良） 〇 〇 〇 〇

構造的対策 堅固な地盤の支持 杭基礎 〇 × × ×
※環境面、経済性、施工性において1項目でも×となる工法は抽出しない

間隙水圧消散工法
間隙水圧抑制
・消散

せん断変形
　　　抑制工法

せん断変形抑制
・過剰間隙水圧遮断

密度の増大 密度増大工法

固結工法固結

地下水位低下工法
飽和度低下
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[置換工法]：液状化しない材料に置き換える→更地でのみ適用可能 

1.工法概要 

軟弱な地盤部分を除去し、液状化しにくい良質土や砕石で置換える工法。 

2.工法概要図 

[地下水位低下工法]：砂質土層内の地下水位を下げる

1.工法概要 

有孔暗渠管を埋設して地下水を排水し、地下水位低下させる（排水溝工法）か井戸とポンプを地盤内に設置し、地下水をくみ上げ地下

水位を低下させる工法。 

2.工法概要図 

        排水溝工法                        ディープウェル工法 

[空気注入工法]：気泡により、砂質土層の地下水の入る隙間を埋める

1.工法概要 

地盤内に空気を注入し、注入した気泡がまんべんなく土中に5～10％程度含まれることで、地震時の過剰間隙水圧を下げるクッション

の役目を果たし、液状化抵抗の増加を図る工法。 

2.工法概要図 

[せん断変形抑制工法（格子状改良）]：壁により地震の揺れを砂質土層に伝わりにくくする

1.工法概要 

液状化対象地盤を囲むように、改良径Φ1000mmのソイルセメント改良杭を柱列状に配置し、格子状の改良壁を造成する工法。 

2.工法概要図

モデル地区①（12丁目） モデル地区②（10丁目）
宅地 宅地

ｺﾝﾊﾟｸｼｮﾝｸﾞﾗｳﾁﾝｸﾞ工法 \204,000,000 \127,000,000
＋ 深層混合処理工法 \133,000,000 \127,000,000
＋ 表層安定処理工法 \130,000,000 \124,000,000

薬液注入工法 \534,000,000 \475,000,000
ﾃﾞｨｰﾌﾟｳｪﾙ工法 \22,000,000 \19,000,000
排水溝工法 \27,000,000 \26,000,000

空気注入工法 \80,000,000 \55,000,000

ｸﾞﾗﾍﾞﾙﾄﾞﾚｰﾝ工法 \160,000,000 \153,000,000
排水機能付き鋼材 \146,000,000 \132,000,000
ｼｰﾄﾊﾟｲﾙ締切り工法 \178,000,000 \163,000,000

更
地
・
宅
地
で

改
良
可

高圧噴射攪拌工法

工　法　名 概　算　工　事　費
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６．対策を実施した場合の課題 

７．アンケートについて 

 下記理由により、地下水位低下および圧密沈下に対する実証実験を実施する。

 ・工事費算出結果によると、格子状改良では住民負担が750万円程度（塀等の改修費除く） 

となるケースも想定され、地下水位低下工法が現実的な選択肢となっている。

 ・浸透流解析と実験との対比により、地下水位低下工法の妥当性を明らかにする。

 ・南栗橋地区における地下水低下に伴う圧密沈下に対する不同沈下の状況を明らかにする。

 ・実験を通して、傾斜状況などを住民の目で実際に確認することにより、工法の理解を得る。

・目的

地下水位低下工法による所定の増加荷重に対する沈下量、地下水位などを把握し、対象地区への適用性、工法

の妥当性あるいは周辺への影響の有無などを明らかにすることを目的として実施する。

・実験場所

久喜市南栗橋地内 南栗橋スポーツ広場 

・実験期間 

平成25年5月上旬～平成26年1月下旬（約9か月間）

   ・準備工（調査・計器設置、各種解析）：平成25年4月

   ・各工法施工：平成25年5月

   ・実験開始：平成25年6月

   ・実験終了：平成26年1月下旬

皆様からのアンケート結果から新築・建替え時に液状化被害の軽減（発生を防止をするわけではない）が 

期待できる対策をまとめる。

なお、相対比率としてどういった構造の方が被害を受けにくかったかをまとめたものであり、その構造であ 

れば今後被害が出ないということを示したものではありません。

 ・地下水位低下、格子状改良、置換え工法を選定し、今後東日本大震災相当の地震時に

おける効果を計算、解析等により検証する。 
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８．新築・建替え時の対応について 

９．今後のスケジュールについて 

○ ○

9 10 1111 12 1 29 10 12 1 2 35 6 7 83 4

平成24年度 平成25年度

3 45 6 7 8

平成26年度

○事業計画の策定

○液状化対策検討委員会

○住民説明会・アンケート・意見交換会

○液状化対策工事

○液状化対策予備設計

○実証実験

○液状化対策詳細設計

1 2

検討結果の反映

住民説明会(合意形成)※回数未定 住民説明会(工事説明)※回数未定
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